法学部（第1類）4年　小林正佳

　鹿児島大学HIV訴訟　―歯学部学生のHIV感染に関する情報開示―
Ⅰ．事案の概要

Ⅱ．裁判経過
●第一審（東京地判平成11年2月17日・判時1697号73頁）　……　請求棄却。
〔原告の請求の根拠〕診療契約上の守秘義務違反＆カルテの保管義務違反に基づく損害賠償請求権
〔主たる争点　→　判旨〕
1．本件開示による守秘義務違反＆カルテの保管義務違反の成否　→　共に否定。
(1)　「正当な理由」の有無　→　有。（①動機の正当性、②開示の相手の相当性、③被開示情報の秘密性を検討）
(2)　Xの黙示の承諾の有無　→　有とせず。（但し傍論）
2．Xの精神的損害と本件開示との間における因果関係の有無　→　言及せず。
●控訴審（東京高判平成12年1月31日・後掲原告HP）　……　控訴棄却。（原審の判断を維持）
●上告審（平成12年10月頃・後掲原告HP）　……　上告棄却。（詳細不明）
Ⅲ．検討
◇B医師＝「履行補助者」の構成
◇「正当な理由」の有無
◇開示の動機の二元性
◇個人情報の秘密性の相対性
◇個人情報保護法―事業者内部での利用（15条）？「第三者提供」（23条）？
Ⅳ．総括
◇本判決の下した結論に対する私見
◇わかったこと
◇わからなかったこと

Ⅴ．参考文献等
新聞記事
・「ひと」朝日新聞2001年2月2日朝刊
本判決の評釈
・飯塚和之・年報医事法学16号281頁
・植木哲＝小宮仁・判評503号22頁（判時1728号200頁）
・豊﨑寿昌・『大学と法』（財団法人大学基準協会、2004）442頁
医療における個人情報に関するもの
・宇賀克也「医療分野における個人情報保護」・ジュリ1339号47頁
・同「個人情報保護法の医療分野への影響」・病院64巻4号270頁
・同『個人情報保護法の逐条解説』（有斐閣、2004）
・甲斐克則編『ブリッジブック医事法』（信山社、2008）40頁［村山淳子執筆］
・開原成允･樋口範雄『医療の個人情報とセキュリティ［第2版］』（有斐閣、2006）
・小町谷育子「医療分野における個人情報の保護」・法の支配133号90頁
・佐藤雄一郎「医療者と患者の間の個人情報」・宇都木伸･菅野純夫･米本昌平編『人体の個人情報』（日本評論社、2004）60頁
・手嶋豊『医事法入門』（有斐閣、2005）49頁
中前康弘氏（本件原告）HP
・www.asahi-net.or.jp/~xb3y-nkme/
B：医学部付属病院検査部長。H4.7.31まで第三内科助教授。


A県におけるHIV感染症治療の第一人者。D1の実兄。


C：歯学部教育委員長、歯学部感染対策委員会委員長。


D2：第三内科科長


P1～P4：歯学部教授。P3は歯学部長、P4は補導委員長。
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S62.4　X、A大学歯学部に入学。


H5.12.27　D1、第三内科外来にて、Xに診察・検査を実施。


H6.1.10　X、D1からHIV感染症との診断を受ける。（この頃、XY間の診療契約が成立。）→同日午後から同月19日にかけて、P1・P2・P3・P4に感染を告白。


H7.5.31　X、実名公表の上テレビ番組に出演。


6.8　C、BにXの病状等について問い合わせる。B、Xの承諾を得ずに、カルテの記載に従いCに回答。（「本件開示」）


H8.6.30　X、A大学を退学。





【主な事実経過】








